
 誰にでも訪れる普遍的な「死」という現象 

 死者の適切な処理・亡き人の記憶 

  →モニュメントの設置、死の空間の創造・維持、死者を巡る社会関係 

 墓場および墓石という切り口を設定することによって、無限に広がる学際的研究 →文理を
問わず接合の可能性を見出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墓石 

墓場 

墓石のマテリアリティ 

１．墓石の産地と経済状況 
２．石の素材と意匠 
３．墓石に付着する地衣類 
３．墳墓遺跡のデータベース化 

墓石から見える人間像 
１．墓石から読み取る死生観 
２．墓石の移動と社会関係 
３．墓石の意匠から解く権力 

墓場と人間社会 
１．遺跡の配置図 
２．埋葬の意味論 
３．永代供養の問題と家族関係 
３．ヴァーチャル霊園と現代社会 

関連する諸分野 
・考古学 
・人類学・民俗学 
・地質学・変成岩岩石学 
・宗教学 
・歴史学 
・社会学etc. 

☆分野を超えた対話の可能性を模索 
☆世界各国の事例を基に、その多様性に注目 
  →「死」を巡る地域研究的視座 
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